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第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査
第１節　遺跡の立地と層序
１　遺跡の立地

遺跡周辺の地形（第66図）　火山麓扇状地をなす大山北麓は多数の中小河川によって放射状に開析

されており、幾条もの谷と侵食されずに残った台地状の丘陵が繰り返す地形となっている。本遺跡は

こうした開析作用によって形成された小丘陵の先端部に立地する。

遺跡周辺は船上山から北に延びる丘陵群の先端部にあたり、周辺は中小の丘陵と開析谷が複雑に入

り組んでいる。遺跡の載る丘陵は、梅田川によって開析された谷の奥に位置する小規模な丘陵で、狭

い谷を隔てて東に位置する丘陵から分岐したものである。この東の丘陵は箆津乳母ヶ谷第２遺跡など

が所在する比較的大きな丘陵で、その東側には黒川が流れ、さらに東には沖積平野が広がっている。

梅田東前谷中峯遺跡の西側は、谷を隔てて小丘陵があり、その西には小さな谷を隔てて梅田萱峯遺跡

の所在する丘陵がある。このさらに西側は大山町域で、開析が進行していないなだらかな台地状の火

山麓扇状地が広がっている。

調査地の地形（第67図）　調査地は痩せ尾根状の丘陵先端にあり、丘陵上平坦面の幅は約30メート

ルで、尾根頂部の調査前の標高は南端で約63メートル、北端で約61メートルであった。平坦面は西側

が高く、東に向かって緩やかに下っている。丘陵上平坦面の東は急傾斜の斜面となっている。この斜

面は標高42メートル付近で一旦終わっており、その東側は南北に緩い傾斜をもった平坦面となってい

る。この平坦面の東は急斜面となって谷に続いている。丘陵尾根の西側は急勾配の崖で、崖面にわず

かに被る表土を除去すると地山の火山砕屑物層の露頭が確認できた（PL.43－3）。崖の下は狭い平坦面

第66図　調査地位置と周辺地形
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第67図　調査前地形測量図
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になっており、この面に堆積した表土および薄い流土を除去すると岩盤が露出した。このような堆積

の薄さから判断して、この崖は比較的近年に形成されたものと考えているが、その成因が自然崩落な

のか人為的な掘削なのかは明らかにできていない。その西側は急斜面となって谷に続いている。丘陵

の東西の谷の標高は調査地付近で約26メートルから約28メートルを測り、尾根頂部との比高差は約35

メートルである。

調査前の現況は檜林または雑木林であったが、地表面にすでに遺構の落ち込みが表れていた。丘陵

上で確認した竪穴住居はすべて円形の落ち込みとして認識できたほか、東斜面部で確認した段状遺構

も狭いテラス地形として認識可能であった。

２　調査地内の土層堆積（第68～ 70図、PL.43）

本丘陵は火山砕屑物堆積層を基盤としており、丘陵上平坦部、東斜面部ともこの基盤層上に二次堆

積層や遺物包含層が載っている。丘陵上と斜面部では異なった堆積層が見られるものの、堆積層順を

整合的に確認できたので、調査地内の土層すべてに通し番号の層名を付した。

Ⅱ層～Ⅴ層が弥生時代から古代にかけての遺物包含層で、Ⅱ・Ⅲ層が丘陵上平坦部に堆積し、Ⅱ’層・

Ⅳ・Ⅴ層が東斜面部・平坦部に堆積する。Ⅵ層以下は遺跡形成以前の堆積層である。Ⅵ層が東斜面部・

平坦部に自然堆積した流土層、Ⅶ層以下が主にローム層からなる火山砕屑物堆積層である。Ⅶ～Ⅸ層

は丘陵上平坦部のみに堆積するが、Ⅹ層は東斜面部・平坦部でも基盤層となっている。

以下に各層の特徴を示す。

表土： 堆積は薄く、層厚は丘陵上で３～５㎝前後、東斜面部・平坦部で10㎝前後である。黒褐色～

暗褐色の腐植土。

Ⅰ層： 赤橙褐色土。しまりやや弱、粘性やや強。径３～５㎜の炭化物粒、径0.5 ～１㎝の焼土粒を多

く含む。地山ローム層（Ⅹ層中心）を人為的にⅡ層上に掘り上げて形成された盛土状の土層。

丘陵上北西部に広がる。調査地北西部の掘削に伴う上げ土と考え、近年のものと判断した。

Ⅱ層： 黄褐色土。にぶくくすんだ色調。しまりやや強、粘性やや弱。部分的に径２～３㎜の炭化物

粒を含む。丘陵上・東斜面肩部に堆積する。弥生時代～古代の遺物包含層。

Ⅱ’層： 暗褐色土。しまりやや強、粘性やや弱。マンガン粒および部分的に径５㎜前後の炭化物粒

を含む。東斜面部・平坦部に堆積する。丘陵上Ⅱ層に対応。弥生時代～古代の遺物包含層。

Ⅲ層： 暗黄褐色土。しまり弱、粘性強。マンガン粒を多く含む。丘陵上中央部の窪地に堆積する。

弥生時代～古代の遺物包含層。

Ⅳ層： 暗褐色土。しまりやや弱、粘性強。マンガン粒を多く含む。東斜面部南側の谷状窪地に堆積

する。弥生時代～古代の遺物包含層。

Ⅴ層： 暗橙褐色土。粘性強。マンガン粒を多く含み、径１㎝以下の黄色土・赤色土粒を含む。東斜

面平坦部に堆積する。弥生時代～古代の遺物包含層。

Ⅵ層： 暗灰褐色土。しまり、粘性強。マンガン粒を多く含み、径10㎝以下の礫、径１㎝以下の黄色

土・赤色土粒を含む。東斜面部の一部と東斜面平坦部に堆積する自然堆積の流土層である。

Ⅶ層：赤橙褐色粘質土。しまりやや弱、粘性強。いわゆるソフトローム層。丘陵上に堆積する。

Ⅷ層： 橙褐色砂質土。しまり、粘性やや弱。黄～黄灰色の粗粒火山灰（火山砂）のブロックをベース

に、橙色の火山灰ブロックを部分的に含む。前者が上または下のホーキ火山灰に、後者が姶

第１節　遺跡の立地と層序
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良丹沢火山灰に対応するものと考えられる。丘陵上に堆積するが、明確な層を成さない部分

もある。

Ⅸ層：淡黄褐色粘質土。しまり、粘性強。白色のローム層。丘陵上に堆積する。

Ⅹ層：赤橙褐色粘質土。しまり、粘性非常に強。赤橙色のローム層。調査地全体で確認できる。

３　調査の概要

梅田東前谷中峯遺跡では弥生時代から古代にかけての遺構と遺物を確認した。確認した遺構検出面

は１面のみであった。この検出面は丘陵上平坦部ではⅡ層またはⅢ層の下面にあり、遺構掘り込み面

はⅦ層の上面にある。東斜面部・平坦部ではⅡ’層またはⅣ層、Ⅴ層の下面で遺構を検出しており、

遺構掘り込み面はⅥ層またはⅩ層の上面にある。

検出した遺構は、竪穴住居３棟、掘立柱建物１棟、段状遺構６基（うち掘立柱建物を伴うもの４基）、

土坑21基、ピット１基である。これらの遺構は時期的なまとまりから大きく二つに分けられる。ひと

つは３棟の竪穴住居を中心とした弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺構群で、丘陵上平坦部

に展開している。もうひとつは掘立柱建物やそれをともなう段状遺構および土坑群からなる古代の遺

構群で、掘立柱建物と土坑は丘陵上平坦部に、段状遺構は東斜面部に展開している。

遺物の出土量は遺構の内外ともに少なく、総量でコンテナ15箱程度であった。包含層からは弥生時

代後期から古墳時代前期の土器、古代の須恵器・土師器、石器類が出土しているが、いずれの時代の

遺物とも包含層の上部から下部まで満遍なく出土している。ただし、場所によって主体的に出土する

遺物の時期に差があって、丘陵上平坦部は弥生時代の遺物が、東斜面部・平坦部は古代の遺物がそれ

ぞれ中心となり、遺構立地の時期差を反映している。

種類 本書での名称調査時名称 種類 本書での名称調査時名称 種類 本書での名称調査時名称

竪穴住居
SI１ SI１

土坑

SK１ SK３

土坑

SK11 SK14
SI２ SI２ SK２ SK４ SK12 SK16
SI３ SI３ SK３ SK５ SK13 SK24

掘立柱建物 SB１ SB１ SK４ SK６ SK14 SK17

段状遺構

SS１ SS４ SK５ SK11 SK15 SK18
SS２ SS１･２ SK６ SK８ SK16 SK20
SS３ SS３ SK７ SK１ SK17 SK23
SS４ SS５ SK８ SK12 SK18 SK９
SS５ SS６ SK９ SK15 SK19 SK10
SS６ SS７ SK10 SK13 SK20 SK７

SK21 SK19

表29　梅田東前谷中峯遺跡新旧遺構名対照表

第１節　遺跡の立地と層序
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第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果

１　概要

　弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺構として、竪穴住居３棟、段状遺構１基を確認した（第

71図）。このうち、弥生時代後期に属する遺構は竪穴住居２棟（SI１・SI２）で、古墳時代前期に属す

る遺構は竪穴住居１棟（SI３）である。段状遺構１基（SS１）はいずれの時期とも判断しがたいが、弥生

時代後期から古墳時代前期までの時期幅に収まるものである。

　竪穴住居はすべて尾根上に立地しており、調査区北端で検出したSI１は尾根先端の傾斜変換部付近

に、調査区南部で近接して検出したSI２とSI３は尾根頂部に立地している。SI１とSI２の間の尾根上

には当該期の遺構は存在せず、広い遺構空白地となっている。段状遺構は丘陵上平坦部から東斜面に

かけての傾斜変換部に位置している。ここより東の急斜面地および東斜面下の平坦部には遺構は見ら

れなかった。

２　竪穴住居

SI１（第72 ～ 74図、表30･41･45･46、PL.45･61･62･71）

＜位置と調査経過＞　Ｂ７・Ｂ８グリッドに位置し、遺構の北端は調査範囲外となっている。遺構付

近は丘陵上平坦面の北端部にあたっており、この北側は緩斜面となる。付近の標高は60ｍ前後を測る。

本遺構は調査前の段階から深さ20 ～ 50㎝の擂り鉢状の窪みとして地表面に表れていた。また、事

前の試掘調査の際にもこの窪みを狙ったトレンチ調査が行われており、遺構であることは既に確認さ

れていた。このため、この窪地周辺は重機による表土剥ぎを行わず、すべて人力掘削による調査を行

うこととした。調査は、表土・包含層の掘り下げ以前に窪地の形態に合わせて土層観察用ベルトを設

定し、これに沿って先行トレンチを掘削した。これによって遺構の規模や埋土の堆積状況を確認した

後、全面での遺構埋土の掘り下げを行った。

＜形態と構造＞　遺構の平面形は四角形以上の隅丸多角形と推定でき、全体形は五角形になる可能性

が高い。遺構の規模は、遺構上場の最長部で東西6.7ｍ、南北5.2ｍ（検出部分）、床面の最長部で東西5.2

ｍ、南北4.8ｍ（同）、床面積は18.9㎡（検出部分。推定21㎡）を測る。遺構検出面からの深さは、最も

深い南壁付近で約0.9ｍ、中央部や東壁部で約0.4 ～ 0.5ｍであった。

床面で周壁溝、ピット５基、床溝を確認した。周壁溝は、南壁際の大部分と東壁際の一部を除いた

壁際で確認しており、幅約10 ～ 20㎝、深さ約５～ 10㎝を測る。ピットは主柱穴を４基（Ｐ１～Ｐ４）、

中央ピットを１基（Ｐ５）確認している。主柱穴の柱穴間距離は、Ｐ１－Ｐ２が2.3ｍ、Ｐ２－Ｐ３が

2.9ｍ、Ｐ３－Ｐ４が2.4ｍである。なお、Ｐ４－Ｐ１間の距離は約４ｍと他と比べて明らかに離れて

いるので、未発掘部分にもう１基主柱穴がある可能性が高い。主柱穴の規模は径約30 ～ 40㎝、深さ

約60 ～ 70㎝ほどである（表30）。これらの埋土は基本的に共通しており、上部に流入土、下部に柱痕

の可能性のある⑲層があり、Ｐ３・Ｐ４には裏込め土の可能性のある⑳層が見られる。中央ピット

のＰ５は断面形が上方に開く擂り鉢形で、径約60 ～ 70㎝、深さ約40㎝を測る。埋土には炭化材・炭

化物粒、焼土粒が多く含まれていた。なお、この炭化材の放射性炭素年代を測定した結果、60AD－

180AD（91.4％）の暦年較正値が得られた（第５節１参照）。このほか、南壁寄りの床面でほぼ東西方向

に走る床溝を検出している。床溝は、長さ約2.8ｍ、幅15 ～ 20㎝、深さ約５㎝で、底面に深さ４～５
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⑨

⑤

⑪

⑦
⑩

⑫ ⑬

④

①黄橙褐色土　しまりやや強、粘性弱。包含層（Ⅱ層）に対応、やや赤みが強い色調。
②暗黄褐色土　しまりやや強、粘性弱。炭粒（φ２～３㎜）少量含む。
③暗黄褐色土　しまりやや強、粘性弱。炭粒（φ２～３㎜）多く含む。
④暗褐色土　　しまり弱、粘性やや強。φ２～５㎜の炭粒、φ５㎜～１㎝の焼土粒

多く含む。
⑤黒褐色土　　しまり弱、粘性やや強。φ２㎜～１㎝の炭化物、φ５㎜～１㎝の焼

土粒非常に多く含む。炭化材含む。
⑥暗褐色土　　しまり弱、粘性やや強。φ２㎜～１㎝の炭化物多く含む。φ５㎜～

１㎝の焼土粒少量含む。
⑦黒色土　　　しまり弱、粘性強。φ２㎜～１㎝の炭化物含む。黒色帯。旧表土

状の堆積で土質はきめ細かい。

⑧暗褐色土　しまり弱、粘性やや強。φ２～５㎜の炭化材多く含む。
⑨黄灰色土　しまり弱、粘性強。きめ細かく均質な土質。
⑩にぶい黄灰色土　しまり弱、粘性強。きめ細かく均質な土質。マンガン粒含む。
⑪橙灰色土　しまり弱、粘性強。φ３㎜～５㎜の焼土粒少量含む。
⑫黄橙褐色土　しまりやや強、粘性強。φ２㎜～５㎜の炭化物粒含む。
⑬黄褐色土　しまり弱、粘性強。φ２～３㎜の炭粒少量含む。
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第72図　SI１（１）

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 45×40－65
P2 35×35－62
P3 35×30－60
P4 45×40－65
P5 70×60－40

表30　SI１ピット計測表
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⑰ ⑯
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⑭
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⑭

⑮

⑲
⑲⑳

⑳

⑱

⑭暗褐色土　しまり弱、粘性やや強。φ5～ 10㎜の炭化材非常に多く含む。φ１㎝の焼
土ブロック含む。

⑮橙灰褐色土　しまりやや強、粘性強。φ5～ 10㎜の炭化材少量含む。
⑯暗黄灰色土　しまりやや強、粘性やや強。炭化物粒（φ2～ 3 ㎜）多く含む。焼土粒

わずかに含む。白色・橙色のロームブロック含む。
⑰黄灰褐色土　しまりやや強、粘性やや強。炭化物粒（φ2～ 3 ㎜）わずかに含む。
⑱黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。炭化物粒（φ2～ 5 ㎜）多く含む。　
⑲暗黄灰褐色土　しまり弱、粘性やや強。炭化物粒（φ2～ 3 ㎜）わずかに含む。
⑳黄橙褐色土　しまりやや強、粘性やや強。白色・橙色のロームブロック含む。
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㎝ほどの小ピットを９基掘り込んでいる。この溝や小ピットを用いて構造物が造られていた可能性も

考えられる。なお、床溝と平行関係にある南壁際では、これとほぼ同じ長さで周壁溝が途切れている

ことから、床溝と壁溝との機能上の関連性を考えても良いかもしれない。

＜埋土の堆積状況と遺物出土状況＞　遺構埋土は大きく３つに分けることができ、下層（⑨層以下）は

流入土の自然堆積層、中層（⑦・⑧層）は旧表土と考えられる黒色帯、上層（②～⑤層）は炭化材を多く

含んだ人間活動に伴う堆積層およびこれの二次堆積層である。上層は炭化材・炭化物粒、焼土粒を極

めて多く含む層で、特に⑤層包含の炭化材は後述する製炭土坑出土の炭化材と類似している。このこ

とから上層は、堆積が一旦安定して表土が発達した段階で、遺構の窪みを利用して炭焼きを行ったか、

あるいは近辺で炭焼きを行った際の排土を投げ込んで形成されたと考えている。⑤～⑧層出土の土師

器（７・８）からみて、上層の堆積は奈良時代後半以降にあると考えられる。下層は、弥生時代後期お

よび古墳時代前期の土器（２～６）が出土していることから（３のみ⑪層出土。他は⑨・⑩層出土）、こ

の時期以降に堆積したと考えられる。

　遺構内から出土した遺物量は少なく、その大半が埋土中の出土である。土器のうち、床面直上で出

土したものは比較的残存状態の良い弥生土器甕１のみで、この個体の大半の破片は東壁際の床付近で

見つかっている。ただし、その多くが埋没した周壁溝上に載っていたので、遺構廃絶直後の原位置を

保ったものではない。また、破片の一部が上層からも出土していることや、SK16からも接合する同

一個体片が１点出土したことも考え合わせると、遺構外から残存状態の良い個体が初期流入土ととも

に落ち込んだ可能性が高いだろう。ただし、遺構の時期を判断する上では、この土器が最も有用であ

る。他の床面直上出土遺物には鉄器１点（Ｆ１）、磨石２点（Ｓ６・Ｓ８）がある。

＜出土遺物＞　１～３は弥生土器甕で、いずれも清水編年Ⅴ－３期（後期後葉）のものである。４は弥
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第74図　SI１出土遺物

1

2

3

4

5

6

7

8

F2

F3

F1

S3

S1 S2

S4

S7

S5 S6 S8
S9

１：床面直上
２～６：下層
７・８：中層

F1：床面直上　　F2：下層
　 S8：床面直上
　 S1・2・9：下層
　 S4・5：中層
　 S3・7：上層

第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果



― 118 ―

生土器底部で、調整・胎土からみて１～３と同時期のものの可能性が高い。５・６は古墳時代前期の

土師器甕、７・８は奈良時代後半頃の土師器甕である。Ｆ１は一端に刃部をもつ細長い棒状鉄製品で、

柄部が非常に薄いつくりだが、鉇と考えている。Ｆ２は床付近で出土した不明板状鉄製品で、板状鉄

斧片の可能性などが考えられる。Ｆ３は工具などの柄部と思われる不明棒状鉄製品である。Ｓ１～Ｓ

４は石鏃で、Ｓ４のみ黒曜石製、他はサヌカイト製である。Ｓ５～Ｓ９は安山岩の自然礫利用の礫石

器で、Ｓ５は破片となって出土した台石、Ｓ６～Ｓ８は磨石、Ｓ９は敲石である。

　本遺構は出土土器などから見て、弥生時代後期後葉頃に廃絶し、埋没し始めたものと考えられる。

SI２（第75 ～ 77図、表31･41･46、PL.46 ～ 48･62）

＜位置と調査経過＞　丘陵上平坦面南部のＦ８・Ｆ９グリッドの尾根頂部に立地し、付近の標高は約

62ｍを測る。本遺構の約２ｍ南にはSI３が位置する。

　本遺構もSI１と同じく、調査前から最大約40㎝の深さのある擂り鉢状の窪みとして地表面に表れて

いた。調査方法もSI１同様、表土・包含層の掘り下げ以前に土層観察用ベルトを設定した後、先行ト

レンチを掘削した。その際埋土下層で大量の炭化材を検出したことから、焼失住居であることが判明

し、これらの炭化材を残しながら埋土を掘り下げた。

＜形態と構造＞　遺構の平面形は円形に近い隅丸方形で、遺構上場の最長部で東西4.6ｍ、南北4.5ｍ

を測る。床面積は8.5㎡である。遺構検出面からの深さは、最も深い南壁付近で約１ｍ、中央部や北

壁部では約0.6 ～ 0.7ｍであった。

床面で周壁溝、ピット５基、小ピット２基を確認した。周壁溝の規模は幅15㎝～ 30㎝、深さ約５

㎝で、壁際を一周せず４箇所で途切れている。ピットは主柱穴と考えられるものを４基（Ｐ１～Ｐ４）、

中央ピットを１基（Ｐ５）確認している。主柱穴はいずれも床面隅にかなり寄った位置にあり、これら

の柱穴間距離はいずれも2.2mで揃う。主柱穴の規模は径約30～ 40㎝、深さ約50～ 70㎝ほどである（表

31）。Ｐ１～Ｐ４の土層はいずれも共通しており、中央に柱痕と考えられる㉓層が、その周りに裏込

め土と考えられる㉔層が見られる。なお、Ｐ４上からは柱材と考えられる径15㎝前後の丸木の炭化材

が立った状態で検出されている。この柱材と㉓層は位置、大きさともに合致することから、㉓層が柱

痕であることは確実であろう。中央ピットのＰ５は上面径約60㎝、深さ約40㎝を測る。埋土には炭化

材・炭化物粒、焼土粒が多く含まれていた。このほか、Ｐ５の西側で南北に並ぶ径15㎝前後の小ピッ

トを２基確認した。これらと主柱穴は規則的な配置関係にあるように見える。

＜埋土の堆積状況＞　遺構埋土は大きく２つに分けられ、上層（②～⑬層）は流入土の自然堆積層、下

層（⑭～⑱層）は火災によって上屋構造材が崩落することで形成された堆積層と判断した。このうち、

⑰層は炭化材および土壌化した炭化物に焼土ブロックが混ざる土層で、上屋の植物質部材が焼け崩れ

たものと考えている。この上に被る⑭・⑮層は焼土を多く含んでいること、中央で厚く堆積すること

などから、屋根に葺かれた土が焼けながら崩落したものと考えている。特に、ドーナツ状に分布する

⑭層は焼土ブロックのみで構成されているので、強く受熱して焼けた部分と考えている。

＜遺物・炭化材検出状況＞　木材の形態を留めた炭化材は、各主柱穴間に集中してドーナツ形の平面

分布を見せており、そのほとんどが床面からわずかに浮いて出土した。材の形態が分かったもののほ

とんどは丸太材で、一部に板材も見られる。丸太材は径10㎝未満の細いものがほとんどで、わずかに

径15㎝前後の大型材がある。板材は概して遺存状態が悪く、大きさを知りうる資料はないが、その厚

第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査



― 119 ―

①

①

③

①

①

⑪

Ⅶ
Ⅸ
Ⅹ

Ⅶ
Ⅸ
Ⅹ

Ⅶ Ⅸ Ⅹ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅹ

⑧
②

②

④
④

⑳

⑳

③

⑲

⑲

㉕

⑩
⑮ ⑭⑰ ⑰

⑱ ⑱

撹乱

⑫

⑪

P5

P5

P5P1 P6 P3

P7

P2
P4

撹乱

A

A’

B

B’

⑬ ⑱

⑭
⑰

⑰
⑭

⑯
⑫⑪

⑤
③

⑦

⑮⑩④②① P5

⑨
⑪

⑥

P1

P2
P3

P4

P5

P6

P7

62.4m

62.5m

61.4m

62.6m
A

C C’

D D’

A’

62
.6m

B
B’

D

D’

C

C’

①暗褐色土　しまりやや弱、粘性弱。φ2 ㎜～ 3 ㎜の炭粒含む。包含
層（Ⅱ層）に対応。

②暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。マンガン粒多く含む。
φ2㎜～ 3㎜の炭粒少量含む。

③灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。
④黄灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。マンガン粒含む。φ2 ㎜

～ 3㎜の炭粒多く含む。
⑤にぶい橙褐色土　しまりやや強、粘性やや強。φ2 ㎜～ 3 ㎜の炭粒

含む。
⑥橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや強
⑦暗灰褐色土　しまりやや強、粘性やや強。マンガン粒多く含む。
⑧黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや強
⑨暗黄褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン粒含む。φ2 ㎜～ 5 ㎜の

炭粒多く含む。φ2㎜～ 5㎜の焼土粒含む。
⑩暗褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン粒含む。φ2 ㎜～ 5 ㎜の炭

粒多く含む。φ2㎜～ 5㎜の焼土粒含む。
⑪暗黄橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。地山各層のロームブ

ロック含む。
⑫暗赤橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。地山各層のロームブ

ロック含む。φ2㎜～ 5㎜の炭粒含む。　
⑬暗黄橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。φ2 ㎜～ 5 ㎜の炭粒多

く含む。
⑭赤褐色土　しまり強、粘性弱　焼土ブロック層。φ5 ㎜前後の炭化

物少量含む。
⑮暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。φ5㎜の焼土粒多く含む。

φ2㎜～ 5㎜の炭粒少量含む。
⑯橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。φ2 ㎜～ 3 ㎜の炭粒少量含

む。　
⑰暗褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。炭化材・焼土ブロック多

く含む。
⑱黄灰褐色土　しまり弱、粘性強。φ5㎜～ 1㎝の炭粒含む。

Ｅ Ｅ’

Ｅ

Ｅ
’

試料№７

⑲明黄褐色土　φ2 ㎝以下の炭化物、焼土ブロックを含む。粘性中、
しまり弱。

⑳暗褐色土　φ5㎝大の炭化材、φ1㎝以下の炭化物、焼土粒密に含む。
粘性中、しまり弱。

㉑明黄褐色土　φ3㎝以下の炭化物、焼土ブロックを含む。粘性・し
まり強。

㉒橙褐色土　φ0.5 ㎝大の炭化物少量含む。粘性・しまり非常に強。
㉓暗褐色土　φ2㎝以下の炭化物密に含む。粘性中、しまり弱。柱痕。
㉔橙褐色土　φ1㎝以下の炭化物を少量含む。しまり・粘性強。
㉕暗褐色土　φ1㎝大の炭化物、焼土粒を多く含む。粘性・しまり強
　

㉔ ㉔

㉔

㉔ ㉔

㉓

㉓

㉓ ㉓

㉑

㉑
㉕

㉒

㉒

第75図　SI２

№ 長径×短径－深さ（㎝）№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 30×30－45 P5 70×60－35
P2 40×40－70 P6 20×17－10
P3 35×35－50 P7 16×14－７
P4 40×35－70

表31　SI２ピット計測表

第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果
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第76図　SI２炭化材検出状況
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第77図　SI２出土遺物

9

10

11

12

S10

S11

S12

さはいずれも１㎝前後であった。これらのうち、上屋部位が推定できるものは、先述のＰ４上の主柱

材以外には確実なものはほとんどないが、中央部から壁に向かって放射状に向く丸太材は、壁に倒れ

掛かった状態で検出したものもあることから、その多くが垂木材であると考えている。ほかに柱穴を

結ぶ軸線上で見つかった丸太材もあり、これは桁梁材の可能性が考えられる。板材はわずかしか検出

しておらず、遺存状態も悪いため部位を特定しうる状態にはない。これらの材のなかで状態の良いも

のを用いて樹種同定を行った結果によると、Ｐ４柱材（試料No.７）がクスノキ、壁に倒れかかった垂

木材（試料No.10）がクワ属、板材（試料No.12）がスギと判定された。その他（試料No.８・９・11）は、

サイズや検出状況の異なったものを含んでいるが、すべてシイノキ属であった（第５節２参照）。なお、

調査地近隣で現在見られる雑木林内には、これらの樹種すべてが自生している。

出土遺物は極めて少なく、大半が埋土中の出土である。土器には床面直上で出土したものはなく、

石錘Ｓ10と敲石Ｓ11のみが床面直上での出土遺物である。土器のうち弥生土器甕口縁部片２点（９・

10）は土屋根崩落土と想定している⑭層からの出土である。他に図化した土器（11・12）はいずれも自

然流入土のうち初期に堆積した⑪層からの出土である。床面直上出土の遺物がほとんどないことか

ら、本遺構は焼失する前に既に廃絶しており、その際には「片付け」が行われて生活用具の一切が搬出

されていたと考えられる。あるいは廃絶に際して故意に上屋を燃やした可能性もあろう。

＜出土遺物＞　９～ 11は弥生土器の甕でいずれも後期のものである。最も遺存状態の良い９は口縁

部外面の調整が風化のためまったく不明ながら、形態から見て清水編年Ⅴ－３期と考えられる。12は

小形の壺。口縁は単純口縁で「く」の字に強く外反しており、内面は頸部までケズリによって調整され

る。これも弥生時代後期のものであろう。

　本遺構の時期は、９・10が遺構構築時に土屋根に混入したと考えれば、遺構構築時が弥生時代後期

後葉以降となる。これが崩落過程で混入したと考えれば、遺構の廃絶時期が弥生時代後期後葉以降と

なる。いずれの場合でも、遺構内の土器が弥生時代後期のものに限られること、遺構周辺で比較的多

数出土した土器もすべて弥生時代後期後葉であること（ｐ.126参照）を考えると、本遺構の機能した時

期は弥生時代後期後葉の可能性が高いと考えられる。なお、Ｐ４柱材を用いた放射性炭素年代測定で

は、この想定と整合する50BC－60AD（95.4％）の暦年較正値が得られている（第５節１参照）。

SI３（第78 ～ 80図、表32･41･46、PL.49･63）

＜位置と調査経過＞　丘陵上平坦面南端部Ｆ８・９、Ｇ８・９グリッドの、尾根頂部に位置する。付

第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果
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⑳
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Ⅹ
Ⅹ

A
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A A’

A A’

C C’

D
D
’

B

B’

B
B’

P1

P3

P2

F
F’

G G’

E
E’

町

　試

　掘

　ト

　レ

　ン

　チ

①赤褐色土　しまり弱、粘性やや弱。上げ土。撹乱（炭窯）に伴うものか。
②黄褐色土　しまり弱、粘性やや弱。上げ土。撹乱（炭窯）に伴うものか。
③暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。包含層（Ⅱ層）に対応。
④暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。包含層に近似。
⑤暗橙褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。
⑥暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。φ２～３㎜の炭粒少量含む。
⑦暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。φ２～５㎜の炭粒、φ５㎜の焼土粒

多く含む。
⑧暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性やや弱。φ２～５㎜の炭粒、φ５㎜の焼土粒

多く含む。⑦層より暗い。
⑨暗褐色土　しまり弱、粘性やや弱。φ２～５㎜の炭粒、φ２～５㎜の焼土粒多

く含む。
⑩暗褐色土　しまり弱、粘性やや弱。φ２～ 10㎜の炭粒・炭化材、φ３～ 10㎜の

焼土粒・焼土ブロック非常に多く含む。⑨層より暗い。
⑪明赤褐色土　しまり弱、粘性弱。焼土ブロック層
⑫暗褐色土　しまりやや強、粘性やや弱。

⑬暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。
⑭黄灰褐色土　しまり弱、粘性強。きめ細かく均質な土質。
⑮黒褐色土　しまり弱、粘性強。きめ細かく均質な土質。黒色帯。旧表土状堆積。
⑯暗灰褐色土　しまり弱、粘性強。⑮層と同じ土質で、黒色が薄い土層。
⑰黄灰褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン多く含む。きめ細かく均質。
⑱黄褐色土　しまりやや強、粘性やや強。
⑲黄橙褐色土　しまりやや強、粘性やや強。ロームブロック含む。
⑳黄橙褐色土　しまりやや強、粘性強。ロームブロック含む。
㉑黄灰色土　しまり弱、粘性強。φ３～５㎜の炭化物多く含む。ホーキ・AT火

山灰ブロックを含む。

P3内

S13 試料№３

試料№３

S14

13

S14

13

14
S13

14

第78図　SI３（１）

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 55×40－25
P2 45×40－38
P3 85×55－55

表32　SI３ピット計測表
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第79図　SI３（２）
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撹乱

P1

E E’
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G G’

㉒黄灰褐色土　しまりやや強、粘性やや強。
φ２～３㎜の炭粒含む。φ５
㎜前後の焼土粒含む。

㉓黄褐色土　　しまり非常に弱い、粘性やや
強。

㉔黄褐色土　　しまりやや弱、粘性強。φ２
～３㎜の炭粒含む。φ５㎜前
後の焼土粒含む。

㉕暗橙褐色土　しまり弱、粘性強。
㉖暗褐色土　　しまりやや弱、粘性強。
㉗黄橙褐色土　しまりやや弱、粘性強。φ２

～３㎜の炭粒、土壌化した
炭化材多く含む。

㉘黄褐色土　　しまりやや強、粘性やや強。
φ２～３㎜の炭化材含む。

㉙暗黄灰色土　しまりやや強、粘性やや強。
φ３～５㎜の炭化材含む。

㉚暗黄褐色土　しまりやや強、粘性やや強。
㉛黄灰褐色土　しまり弱、粘性非常に強い。
32橙褐色土　　しまりやや強、粘性やや強。

㉑
㉒㉘

㉙
㉒

㉒

㉓㉔

Ⅶ
Ⅸ
Ⅹ Ⅹ

㉖
㉗

㉕

㉚
㉛

32 ㉑

㉑

近の標高は62.5ｍ前後を測る。本遺構の北２ｍにSI２があるほか、遺構の北側の肩がSK20にわずかに

切られている。なお、遺構南東部には近年の炭焼き窯と考えられる大きな撹乱坑がある。

　本遺構もSI１・２同様、調査前から平均20㎝前後の深さのある窪地として地表面に表れていた。調

査方法も同じく、表土・包含層の掘り下げ以前に土層観察用ベルトを設定した後、先行トレンチによっ

て埋土の堆積や遺構規模を確認し、全面の掘り下げを行った。

＜形態と構造＞　遺構の平面形は東西5.6ｍ、南北5.2ｍの方形で、床面積は23.0㎡（高床部含む）を測

る。遺構検出面からの深さは0.5ｍ前後である。

床面は地山Ⅹ層の削り出しで、硬化した範囲などは確認していない。この面で、高床部（いわゆる

ベッド状遺構）、周壁溝、ピット３基を確認した。高床部は、床面の北西隅と南東隅の２ヶ所にあって、

点対称の関係になっている。両者とも地山Ⅹ層の削り出しで造られており、規模もほぼ同じで、東西

長約２ｍ、南北幅１～ 1.3ｍ、高さ20 ～ 25㎝を測る。周壁溝は、北西隅と南東隅では壁際ではなく高

床部の内側をめぐり、数ヶ所で短く途切れるものの、ほぼ一周する。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴と考えられ

第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果
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第80図　SI３出土遺物

13 14

S13

S15

S14

るもので、径は50㎝前後、深さは約25 ～ 35㎝で、柱穴間距離は2.9ｍである（表32）。いずれも明確な

柱痕は確認できなかった。Ｐ３は主柱穴の倍ほどの深さのあるピットで、南壁寄りの中央部で検出し

た。埋土下層に炭化材、焼土粒を多く含んでいた。

＜埋土の堆積状況と遺物出土状況＞　遺構埋土はSI１の埋土堆積状況と極めて類似している。これを

大きく３つに分けると、下層（⑰層以下）は自然流入土の堆積層、中層（⑫～⑯層）は旧表土と考えられ

る黒色帯とその後に堆積した自然流入土、上層（⑤～⑪層）は炭化材を多く含んだ人間活動に伴う堆積

層およびその二次堆積層である。上層は炭化材・炭化物粒、焼土ブロック・焼土粒を極めて多く含む

層で、特に⑩層からはSI１と同様の炭化材が多く見つかっているほか、堆積状況もSI１に近似する。

したがって、これらはSI１と同様、製炭に関連して形成されたと考えており、特に⑪層が焼土の単純

層であることから、この場所で炭焼きを行った可能性が高いと考えている。なお、⑩層出土の炭化材

は放射性炭素年代測定を行っており、その結果、990AD－1050AD（67.7％）の暦年較正値を得ている（第

５節１参照）。

遺構内から出土した遺物は少ないものの、大半が床面直上での出土であった。ただし、ほとんどが

土器小片で、帰属時期の分かる遺物は限られる。土師器甕13は全形の２分の１ほどが残る良好な個体

で、南壁際付近の床面上で見つかっているほか、土師器高坏14の破片がＰ３と南東高床部の間の床面

上で出土した。石器は、台石Ｓ13の破片が床中央部で出土したほか、砥石Ｓ14・Ｓ15が埋土下層から

出土している。

＜出土遺物＞　13は土師器甕で、単純口縁の布留系甕である。14は土師器高坏で、坏部の大半を欠く

が、残存部分の立ち上がりからは碗形に近い坏部が想定できる。いずれも天神川編年Ⅲ～Ⅳ期頃のも

のと考えており、古墳時代前期中葉～後葉に比定される。Ｓ13は安山岩製の台石、Ｓ14は細粒花崗岩

第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査
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S16

S16

21

A’

A

A’

Ⅱ
①

②

①暗橙褐色土　マンガン粒を密に含む。φ0.5 ㎝以下の炭化物を含む。粘性
強い。しまり中。

②明黄褐色土　φ0.5 ㎝以下の炭化物少量含む。粘性・しまり強い。

15 16

17 18

19

20

21

S16

第81図　SS１

第82図　SS１出土遺物

約58.5ｍを測る。遺構南肩の一部をSK16に切られる。

　本遺構は緩斜面を「コ」の字形に段切りして形成しており、長さ3.2ｍ、幅1.3ｍの方形プランをもつ。

検出面からの深さは西側壁際で30 ～ 40㎝ほどである。底面には西壁際の南半部に深さ10㎝ほどの壁

溝が見られる。埋土はすべて自然堆積で、西側の丘陵上方からの流入によるものであろう。

遺物は、古墳時代前期中葉から後葉にかけての土師器甕15 ～ 17、土師器壺18・19、直口壺20などが、

遺構検出面から①層にかけて出土している。このほかの図化していない破片もほぼすべてが古墳時代

前期のものである。弥生土器低脚坏21は唯一の底面直上出土遺物で、後期後葉のものと思われる。ほ

かに、安山岩製敲石S16が遺構検出面から出土している。

本遺構は、土器の出土状況から見て、古墳時代前期以降にほぼ完全に埋没している。底面直上出土

の21を積極的に評価すれば、遺構の時期を弥生時代後期後葉と考えてもよいかもしれない。ただし、

包含層にほとんど遺物を含まない本遺跡にあって、これだけまとまった量の古墳時代土師器が遺構と

無関係とは考えにくい。あるいは埋没過程で土器が投棄されたのであろうか。

遺構の機能していた時期は判然としないが、弥生時代後期後葉～古墳時代前期のものと考えておく。

製の砥石、Ｓ15は流紋岩質凝灰岩製の砥石である。

　本遺構は出土土器から見て、古墳時代前期中葉

～後葉に廃絶し、埋没を始めたものと考えられる。

３　段状遺構

SS１（第81･82図、表41･46、PL.50･64）

　丘陵上平坦面の東側肩部にあたるＥ６グリッド

に位置する。周辺は東に下る緩斜面地で、標高は

第２節　弥生時代から古墳時代の調査成果
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第83図　遺構外出土遺物（弥生時代～古墳時代）

４　遺構外の遺物（第83図、表41・42、PL.64･65）

　包含層出土の弥生時代～古墳時代の土器は、ほとんどが丘陵上平坦部からの出土である。図示した

もので丘陵上平坦部以外から出土したものは、東斜面平坦部から出土した32のみである。

　22 ～ 31は弥生土器甕で、いずれも清水編年Ⅴ－３期にあたり、後期後葉に属するものである。こ

のうち、22・23・28・29はSI２周辺からの出土である。32は弥生土器高坏脚部で、これも後期後葉の

ものである。33は土師器壺で、古墳時代前期後葉のものである。

第３節　古代の調査成果
１　概要

　古代の遺構には、掘立柱建物１棟（SB１）、段状遺構５基（SS２～ SS６）、土坑17基（SK１～ SK17）

がある（第71図）。これらの遺構は丘陵上平坦部と東斜面部・平坦部に分かれて立地しており、前者に

は掘立柱建物１棟と土坑16基が、後者には段状遺構５基と土坑１基がそれぞれ立地している。

　丘陵上平坦面では、尾根筋に沿って並ぶように土坑が展開しており、尾根頂部からいくらか東に下っ

た平坦面に掘立柱建物が位置する。このほか、一部の土坑が平坦面東端部の斜面肩付近に位置してい

る。

　東斜面部では調査地南端部に段状遺構が３段にわたって並んでおり、上段に掘立柱建物をともなう

段状遺構が２基（SS２・SS３）、中段に掘立柱建物をともなう段状遺構が１基（SS４）、下段に切り合

い関係をもつ段状遺構が２基（SS５・SS６）位置している。また、東斜面下の平坦面には土坑が１基

のみ見られる。

２　掘立柱建物

SB１（第84･85図、表33･42、PL.51･66）

　丘陵上平坦面の中央部東寄りにあたるＤ７グリッドに位置する。周辺の標高は約60.5ｍを測る。SB

１－Ｐ４の南１ｍの位置に、試掘時に調査されたピットが１基ある。

第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査
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③

③
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④

④
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P2 P1

P7

P6
P5

P7

61.00m
61.00m

61.00m

61.00m
P5

P4

61
.00
m

①灰褐色土　φ1㎝以下の炭化物含む。粘性、しまり弱い。
②暗褐色土　しまり弱、粘性強。
③暗灰褐色土　φ1㎝以下の炭化物含む。粘性、しまり弱い。
④明黄褐色土　φ0.5 ㎝以下の炭化物少量含む。粘性、しまり弱い。

E
E’

B
B’

B

B’

C C’

D
D
’

AA’

A

A’

D

D
’

C

C’

E

E’

第84図　SB１

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 70×40－50
P2 48×40－62
P3 45×45－70
P4 50×35－55
P5 55×52－57
P6 75×33－63
P7 70×55－45

表33　SB１ピット計測表
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第85図　SB１出土遺物
　本遺構は、Ｄ７グリッドの包含層の掘り下げ中に遺存状態の良い須恵器が数個体出土したことか

ら、Ⅳ層上面で精査を行い、方形に並ぶピット６基とこれと関連すると思われるピット１基を確認し

た。

　遺構の規模は、桁行１間×梁間２間で、西桁行4.15ｍ、北梁間3.5ｍである。主軸方向はＮ－３°－

Ｗである。Ｐ１～Ｐ６は柱穴で、径30 ～ 50㎝、深さ55 ～ 65㎝と、いずれもほぼ同規模である。埋土

は共通しており、柱痕の可能性が高い③層と、裏込め土と思われる④層から構成される。Ｐ６の南に

位置するＰ７は、柱穴以外の機能が考えられ、径55×70㎝、深さ約45㎝のやや不整形を呈している。

埋土は自然堆積層と考えており、古代の土師器片を多く含んでいた。Ｐ７のすぐ南には床面が被熱し

て赤化した範囲がある。このことから、この掘立柱建物は土間床で、中央に火処をもっていた可能性

が考えられる。なお、SB１－Ｐ４の南に位置するピット（Ｐ１・第71図参照）は、西桁の延長線上に

位置し、その規模もSB１柱穴に近いことから（径45×40㎝・深さ42㎝・底面標高60.015ｍ）、SB１に

関連する柱穴の可能性がある。

　遺物は、須恵器34 ～ 38が床面から10㎝程度浮いた状態でⅡ層中から出土したほか、Ｐ７内から土

師器甕39が出土している。34 ～ 37は須恵器坏身、38は須恵器皿で、34 ～ 36・38は底部に回転糸切り

痕が残る。これらの出土遺物から、本遺構は８世紀後半のものと考えられる。

３　段状遺構

SS２・SS３（第86 ～ 88図、表34･35･42・43･46、PL.51･67･68）

丘陵東斜面の上部、Ｆ６・Ｇ６グリッドに位置しており、周辺の標高は約59ｍを測る。

本遺構は調査前からテラス状の地形として地表に表れており、その存在が予想できた。そこで、包

含層掘削以前に東西方向の土層観察ベルトを２本設け、これに沿ってトレンチを掘削して規模や埋土

の状況を確認した後、全面で掘り下げを行った。当初は地表で確認したテラスの規模や形態から見て、

切り合いをもつ複数の段状遺構が存在する可能性を考えていたが、段状遺構の平坦面は連続する１つ

の面としてしか捉えられなかった。だが、この平坦面には南北２つの掘立柱建物が存在することが判

明したため、北側の掘立柱建物とその周辺をSS２とし、南側のそれをSS３とした。

本遺構は東斜面肩部のやや下側に、大きく「コ」字形の段切りを行って平坦面を造成している。全体

の規模は南北約14.5ｍ、東西約５～６ｍで、西壁での遺構肩から床面までの深さは平均で約50 ～ 60

34 35 36 37

38

39
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P4 P3

P7

C
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D’
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A’

E’

C’

B

B’

G

G’

傾斜変換ライン

SS2

SS3

43

40

第86図　SS２・３

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 48×34－30
P2 40×38－40
P3 55×45－40
P4 45×40－50
P5 40×40－30
P6 45×40－30
P7 60×42－15

表34　SS２ピット計測表

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 45×35－50
P2 40×40－30
P3 35×30－20
P4 47×42－40

表35　SS３ピット計測表
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40
41

42

43

S17

甕43出土状況

40 P7

43

①

①

③ ②

④

⑯

⑯⑤

撹
乱

⑮
58.40m
A’

59.00m

60.00m

60.60m
A

C

D

D’

C’

59.00m

⑥

⑥
⑬

⑫

⑥
⑥

⑥
⑬

⑬

⑫

⑥
⑦⑧

⑫

⑨

⑪
⑩

⑫

⑭ 58.90m

59.00m

59.00m

60.40m

59.00m

59.00m

60.40m

59.20m

①暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性なし。Ⅱ層（包含層）。
②暗褐色土　　しまり弱、粘性強。腐食土壌の黒色系土

層。
③暗赤褐色土　しまりやや強、粘性なし。φ２～３㎜の

炭化物粒少量含む。
④橙褐色土　　しまりやや強、粘性やや強。φ２～３㎜

の炭化物粒・φ５㎜前後の焼土粒含む。
⑤黄灰褐色土　しまり弱、粘性やや強。壁溝埋土。
⑥暗黄褐色土　しまり・粘性強。φ２㎜以下の炭化物粒、

橙色ロームブロックを含む。
⑦橙褐色土　　しまり、粘性強。
⑧暗黄褐色土　しまり、粘性強。φ２㎜以下の炭化物粒

含む。
⑨灰褐色土　　しまり、粘性強。Ⅹ層ブロック、φ２㎜以

下の炭化物粒多く含む。
⑩灰褐色土　　しまり弱、粘性強。Ⅹ層ブロック、φ２㎜

以下の炭化物粒多く含む。

P6

P5 P4

P2

P3

P1

E E’

⑪橙褐色土　　しまり、粘性強。
⑫暗黄褐色土　⑥層より橙色が強い。しまり、粘性強。

φ２㎜以下の炭化物粒含む。
⑬橙褐色土　　しまり、粘性強。
⑭暗灰褐色土　しまり、粘性強。Ⅹ層ブロック、φ２㎜以

下の炭化物粒多く含む。
⑮暗黄褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン粒を非常に

多く含む。地山。Ⅵ層に対応。
⑯橙褐色粘質土　しまり、粘性強。ローム層。Ⅹ層に対応。

（Ⅵ）

第87図　SS２

㎝程度である。壁際の一部には壁溝が見られる。SS２とSS３の境付近では段切りの壁が屈曲してい

るため、それぞれの掘立柱建物構築にあわせて平坦面を造成したと思われるが、これが一回で行われ

たか、時間的に前後して行われたかは判断できない。少なくとも、平坦部の埋土はともに自然堆積で、

埋土の土質や堆積状況に大きな違いがないことから、埋没時期はほぼ同時と考えており、遺構が機能

していた段階でも両者が並存していた可能性が高いと考えている。
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第88図　SS３

①暗褐色土　しまりやや弱、粘性なし。Ⅱ層（包含層）
②黒褐色土　しまり弱、粘性強。腐食土壌の黒色系土層。
③暗褐色土　しまり弱、粘性やや強。
④暗黄褐色土　しまり弱、粘性やや強。マンガン粒多く含む。
⑤暗灰褐色土　しまり弱、粘性やや強。マンガン粒、φ２～３㎜の炭

化物粒含む。
⑥暗橙褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン粒、φ２～３㎜の炭化物

粒含む。
⑦橙褐色土　しまり・粘性強。灰褐色土を斑に含む。φ２㎜以下の炭

化物粒をわずかに含む。
⑧暗褐色土　しまり・粘性強。
⑨橙褐色土　しまり・粘性強。φ２㎜以下の炭化物粒をわずかに含む。
⑩褐色土　しまり・粘性強。
⑪暗黄褐色土　しまり弱、粘性強。①層より暗い。マンガン粒をきわ

めて多く含む。Ⅵ層に対応。
⑫にぶい橙褐色土　しまりやや強、粘性強。地山漸移層？
⑬橙褐色粘質土　しまり強、粘性強。ローム層。Ｘ層に対応。

⑦

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑦
⑨

59.00m

59.20m
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F’

調査地外
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G’

⑤
⑥

④ ②

⑬
⑫

③

①

⑪

⑬ ⑫

①

59.00m59.00m

60.00m

61.00m

B’

B

SS２

　SS２の掘立柱建物は、桁行が１間（約4.7ｍ）、梁間が南側で２間（3.3ｍ）、北側で１間（3.3ｍ）となり、

主軸は座標南北軸に載る。Ｐ１～Ｐ６は径40 ～ 55㎝とほぼ同規模であるが、深さはＰ１・Ｐ５・Ｐ

６が約30㎝、Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４が約40㎝で、東側の柱穴がやや深くなる。側柱の柱穴ではないＰ６は、

Ｐ４と対になって棟持柱の柱穴として機能したものであろうか。埋土は、Ｐ３～Ｐ５で柱痕および裏

込め土とも考えられる土層が見られるが、確実なものではない。Ｐ６の南東に位置するＰ７は、柱穴

以外の機能をもっていた可能性を考えており、径60×45㎝、深さ約10㎝の浅い不整形ピットである。

埋土は自然堆積層と考えており、土師器甕43の破片を多く含んでいた。また、建物中央部の床面には

被熱して赤化した範囲がみられた。このことから、この掘立柱建物は土間床で、その中央に火処があっ

たと推定できる。

SS２では、平坦部の埋土中から須恵器坏身40 ～ 42・磨石Ｓ17などが出土したほか、Ｐ７からほぼ

完形に復元できた土師器甕43が出土した。40・42は底部に回転糸切り痕が残る。これらの出土遺物は

いずれも８世紀後半のもので、遺構の時期を示すものと考えている。

SS３

　SS３の掘立柱建物は、桁行１間（西側4.3ｍ）、梁間１間（3.1ｍ）で、主軸方向はＮ－７°－Ｗである。

柱穴は径35 ～ 45㎝とほぼ同規模で、深さは西側のＰ１が約50㎝、Ｐ２・Ｐ３が約20㎝、Ｐ４が約40

㎝である。埋土はいずれも自然堆積の可能性が高い。

SS３からはほとんど遺物が出土しておらず、実測に耐えうるような遺物はなかった。SS３は、SS

２とほぼ同時期に機能し、廃絶された可能性が高いため、８世紀後半の遺構と考えられる。
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第89図　SS４（１）
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A’

D
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調査地外

Ⅵ

Ⅹ

Ⅵ

Ⅹ

①

①

①

③
②

56.40m

54.00m 54.00m

55.00m

A

A’

①暗褐色土　しまりやや強、粘性やや弱。炭化物粒含む。Ⅱ’層に
対応。

②黒褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン多く含む。黒色帯。
③暗褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン多く含む。黒色帯。

S18

傾斜変換ライン

SS４（第89･90図、表36･43、PL.52･67）

　丘陵東斜面の中腹上部、Ｆ５・Ｇ５グリッドに位置しており、周辺の標高は54 ～ 55ｍを測る。

　本遺構もSS２・３同様、調査前にその存在が予想できたため、包含層掘削以前に土層観察ベルト

を設けてトレンチを掘削し、規模や埋土の状況を確認した後、全面で掘り下げを行った。

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 32×30－30
P2 30×30－35
P3 28×23－25
P4 40×35－50
P5 37×33－45
P6 45×35－65
P7 35×30－45
P8 40×30－40
P9 35×30－50

表36　SS４ピット計測表
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54.00m
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P8

P4

P8

P5

P9

P1

P4

P3 P2 P1

P7 P6 P5

調
査
地
外

調
査
地
外

④赤灰褐色土　しまり弱、粘性やや強。地山小礫含む。
⑤暗黄褐色土　しまりやや弱、粘性強。φ１～２㎜の炭

化物粒含む。
⑥赤橙褐色土　しまり弱、粘性強。地山礫（φ１㎝）含む。
⑦暗褐色土　　しまり弱、粘性強。マンガン含む。
⑧赤褐色土　　しまり弱、粘性強。地山礫（φ３～６㎝）

含む。
⑨暗黄灰褐色土　しまり弱、粘性強。

⑩暗橙褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン少量含む。
小礫含む。

⑪暗黄灰褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン少量含む。
土器包含。

⑫暗褐色土　しまり弱、粘性やや弱。
⑬暗褐色土　しまり弱、粘性強。

P6

44

S

第90図　SS４（２）

44 S18 S19

甕44出土状況
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第91図　SS５

　本遺構は、丘陵の東斜面に「コ」字形

に段切りを行って平坦面を造成してい

る。遺構の規模は南北長約４ｍ、東西

幅約3.5ｍで、西壁での遺構肩から平

坦面までの深さは約40㎝である。本遺

構の平坦面は、SS６埋土の⑤層を削

平した後、Ⅹ層類似の粘質土で貼床（④

層）を施して造っている。平坦面でピッ

トなどは確認していない。SS５の埋

土（③層）は上方から流入した自然堆積

層で、包含層（Ⅱ’層）に近似している。

埋土中からの遺物の出土は全く見られ

なかった。

　出土遺物がないため、遺構の時期は

不明であるが、SS６より新しい時期

のものである。

A A’

本遺構は、掘立柱建物をともなう段状遺構で、丘陵の東斜面に「コ」字形に段切りを行って、平坦面

を造成している。段状遺構全体の規模は南北長約7.3ｍ、東西幅約5.5ｍで、西壁での遺構肩から平坦

面までの深さは約50㎝である。平坦面は、東半の一部を若干掘り過ぎてしまったが、本来はほぼ水平

に整えられていたものと思われる。

この平坦面に築かれた掘立柱建物は、桁行が３間（約4.1ｍ）、梁間が北側で２間（3.2ｍ）、南側で１

間（3.2ｍ）となり、主軸方向はＮ－12°－Ｗである。柱穴は、径約20 ～ 40㎝と小さく、深さは検出面

からの深さでは20～60㎝とばらつきがあるが、本来は深さ50～60㎝ほどで揃っていたと推定できる。

埋土はいずれも流入土の自然堆積と考えている。このうち、Ｐ６の埋土には土師器甕44の破片が多く

含まれている。この甕は、同一個体片がＰ６周辺の床面からも多数出土していることから、Ｐ６の埋

没過程で流土とともに流れ込んだものと思われる。

出土遺物は、土師器甕44、安山岩製磨石２点（Ｓ18・Ｓ19）である。44は接合しなかった同一個体片

も多数あり、完形に近い状態で平坦面に残されていたか、上方から転落してきたものと思われる。口

縁が「く」の字に外反し、体部が球形となる形態を呈す。奈良時代後半のものと思われる。

　本遺構は、出土遺物からみて、奈良時代後半以降に廃絶、埋没を開始したものと考えられる。

SS５（第91・92図、PL.53）

　丘陵東斜面の中腹、Ｆ４・Ｆ５グリッドに位置しており、周辺の標高は51 ～ 53ｍを測る。SS６の

南半に大きく重なっている。本遺構も、調査前にその存在が予想できたため、包含層掘削以前に土層

観察ベルトを設けてトレンチを掘削した。その際、SS６との重複を確認し、SS５はSS６埋土を削平

して造られていることが分かった。
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第92図　SS６（１）

①暗褐色土　しまりやや強、粘性やや弱。炭化物粒含む。Ⅱ’層に対応。
②黒褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン多く含む。黒色帯。
③暗黄褐色土　しまり弱、粘性強。マンガン多く含む。
④赤橙褐色土　しまり強、粘性強。SS５貼床。
⑤暗褐色土　しまりやや弱、粘性強。マンガン多く含む。SS６埋土。
⑥暗褐色土　しまりやや弱、粘性弱。地山小礫多く含む。
⑦暗褐色土　しまりやや弱、粘性やや強。マンガン含む。

ト　レ　ン　
チ

E
E’

C C’

B B’

A

P1
P2

P3

P4

54.00m

①

Ⅵ

②

③

③

⑤
⑤
④

⑪ ⑧

⑫

SS6-P3

撹乱

撹乱

52.00m 52.00m

50.00m 50.00m

A’

A

D

D’

A’

貼床

硬化範囲

被熱範囲

45

№ 長径×短径－深さ（㎝）
P1 75×60－50
P2 35×35－35
P3 30×25－60
P4 33×30－35

表37　SS６ピット計測表
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52.60m

51.60m①

①

⑦

⑩

⑤

⑤

⑧

⑧

S

⑥

⑨

⑭

⑭ ⑬
⑬

⑫

撹乱

撹乱

B

B’

52.80m
C

52.40m
D

51.60m
D’

51.40m 51.40m
C’ E E’

P1

P4

P2

P2

⑧暗赤褐色土　しまり弱、粘性やや強。地山風化土類似。流入土か？
⑨暗褐色土　　しまり弱、粘性やや強。
⑩暗褐色土　　しまり弱、粘性強。マンガン含む。
⑪赤橙褐色土　しまり強、粘性強。SS６貼床。
⑫暗褐色土　　しまりやや弱、粘性強。マンガン多く含む。Ⅳ層に対応。
⑬暗赤褐色土　しまりやや強、粘性弱。地山。Ⅹ層の二次堆積層か。
⑭赤橙褐色土　しまりやや強、粘性弱。安山岩礫（φ0.5 ～２㎝）多く含む。地山。Ⅹ

層の二次堆積層か。

第93図　SS６（２）

SS６（第92･93図、表37･43、PL.53･68）

　丘陵東斜面の中腹、Ｆ４・Ｆ５グリッドに位置しており、周辺の標高は50.5 ～ 52ｍを測る。SS５

に南半部の遺構埋土と遺構肩を大きく切られている。また、平坦面中央部では近年の炭窯掘削による

撹乱を受けている。なお、本遺構下の層（⑫層）は遺物包含層となっていたため、平坦面東側の貼床の

遺存しない部分を遺構床面と認識できずに大きく掘り下げてしまった。

本遺構は、丘陵の東斜面に大きく「コ」字形の段切りを行って平坦面を造成している。遺構の規模は

南北長約８ｍ、東西幅約4.5ｍ（最大残存部）で、遺構肩から平坦面までの深さはSS５に切られていな

い部分で約50 ～ 60㎝を測る。本遺構の平坦面は、地山（Ⅹ層）または遺物を包含する斜面部流土堆積

層（⑫層）を削平した後、⑫層上に部分的に粘質土を用いて貼床（⑪層）を施している。平坦面では、ピッ

トを４基確認した。これらが掘立柱建物を構成する柱穴である可能性は高いと考えているが、平坦面

の南東部を掘削してしまったため確実ではない。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４を側柱と想定すると、桁行１間（5.3

ｍ）、梁間１間（3.5ｍ）の掘立柱建物が推定できる。こう考えた場合、Ｐ３は桁方向の建物中軸線が通

る位置にあたるので、これも掘立柱建物を構成する柱穴となる可能性が高い。なお、このように想定

した柱配置や規模は、先述のSB１・SS２と類似している。また、平坦面の中央東寄りで検出した床

面の被熱赤化範囲も、掘立柱建物を想定した場合には、SB１やSS２と同じく、建物中央に位置して

いたと推定できる。

　出土遺物は、床面直上で確認した須恵器坏45のみである。３片に割れた状態で出土したが、完形に

45
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近い状態に接合している。体部は強い回転ナデで調整して、口縁内面を肥厚させており、底部には回

転糸切りの痕跡を留めている。本遺構は出土遺物から、８世紀後半のものと考えられる。

４　土坑

　本遺跡で検出された土坑のなかには、埋土に多量の炭化物および焼土粒が混入する、壁面及び底面

に被熱痕跡が認められる、といった特徴をもつものが17基ある。平面円形あるいは隅丸方形を呈すこ

れらの土坑は、底面よりも壁面を中心に被熱痕跡を顕著に残すという点でも概ね共通する。同様な土

坑は本遺跡も所在する琴浦町の別所中峰遺跡、中道東山西山遺跡などで調査されており、上記の諸

特徴から簡易な「伏せ焼き」法を用いて木炭を焼いた「製炭土坑」として評価・報告されている（大野編

2004、高尾編2005）。なお、埋土中の混入物や壁･底面の被熱痕跡は遺構ごとで差異があり、一様に製

炭土坑と断定できないが、ここではその可能性が推定されるものも含めて報告する。

これらの製炭土坑の年代は、SK１・４・12から出土した炭化材の年代測定によって７世紀後半か

ら９世紀後半の値が得られていることや（第５節２参照）、SK16から８世紀後半代に位置づけられる

須恵器が出土していること、集落形成の時期もこれと同時期であることから考えて、奈良時代から平

安時代前期に収まるものと判断した。

【参考文献】

大野哲二編2004『 松谷中峰遺跡・別所中峯遺跡』鳥取県教育文化財団調査報告書91　（財）鳥取県教育文化財団

高尾浩司編2005『中道東山西山遺跡』鳥取県教育文化財団調査報告書101　（財）鳥取県教育文化財団

SK１（第94図、PL.54）

調査地北西隅A９グリッド、標高61.1mの丘陵尾根部の傾斜変換点に位置する。1.3ｍ南東にSK２が

ある。Ⅶ層上面で炭化物を含有する不整六角形プランを検出したため、土層観察用のベルトを設定し、

調査を行った。平面形は長軸1.36m、短軸1.18mの不整六角形を呈し、検出面からの深さは26㎝を測る。

底面は平坦で、壁面のほぼ全てが被熱を受け硬化している。

埋土は①～②層が検出面に相当するソフトローム層に近似する。壁際の④・⑤層は炭化物、⑥層は

焼土粒、炭化物が多く含まれる。とくに北壁で炭化物を密に含む５～８㎝ほどの範囲が３ヶ所認めら

れ、東壁と南壁では炭化材が散在していた。これらの炭化材（試料№４）の放射性炭素年代測定を行っ

たところ、７世紀後半から９世紀初頭という測定結果が得られている。また、これとあわせて行った

樹種同定では、シイノキ属であることが分かった。

SK２（第95図、PL.54）

調査地北西隅B９グリッド、標高61.2ｍの丘陵尾根部の傾斜変換点に位置する。1.3ｍ北西にSK１が

ある。Ⅶ層上面で微量な炭化物を含む不整円形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調

査を行った。平面形は長軸1.03ｍ、短軸1.04ｍの不整円形を呈し、検出面からの深さは23㎝を測る。

底面は平坦で、壁面のほぼ全てが被熱を受け硬化している。

埋土上層①は微細な炭化物粒をわずかに含有し、下層③は炭化物・焼土粒を密に含む。壁際に焼土

粒を多く含む④層が堆積する。③層上部の50×30㎝の範囲に炭化材が多く散在している。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。
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SK３（第96図、PL.54）

調査地北西B９グリッド、標高61.5ｍの丘陵平坦面に位置する。Ⅶ層上面で炭化材を含んだ不整円

形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。平面形は、長軸82㎝、短軸78㎝

の不整円形を呈し、検出面からの深さは最大で７㎝を測り掘り方は浅い。底面の形状は平坦で、南西

側に径16㎝の樹根の撹乱を受けている。壁面での被熱面は認められなかった。

埋土は暗灰褐色土の単層で、長さ２㎝ほどの炭化材を多く含む。遺構と埋土の遺存状態は不良であ

るが、平面形態と埋土の特徴から製炭土坑と判断した。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

SK４（第97図、PL.55）

調査地北西C９グリッド、標高61.5ｍの丘陵平坦面に位置する。南西側約1.5ｍにSK18がある。Ⅶ層

上面で炭化物・焼土粒を含んだ不整楕円形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を

行った。平面形は長軸1.1ｍ、短軸0.9ｍの楕円形を呈し、検出面から底面までの深さは最大26㎝を測る。

掘り方は、西側から南側で幅10 ～ 20㎝のテラスを設け、底面は緩やかな擂り鉢状となっている。

埋土はソフトロームに近い明黄褐色土（①層）と炭化材・焼土粒を密に含む暗灰褐色土（②層）に分か

れる。②層の北壁・西壁付近と中心部の４ヶ所には長さ５㎝以下の炭化材が集中する。壁面での被熱

面は認められなかった。

炭化材（試料№５）の放射性炭素年代測定を行ったところ、７世紀後半から９世紀初頭という測定結

試料№４・13

61.30m

61
.30
m

①

②

③

④

⑤
⑥

④

⑥

① ② ③

④
⑥

④
⑥

①明黄褐色土　φ５㎜以下の炭化物粒少量含む。しまり弱い、粘性なし。
②黒褐色土　　φ２～３㎜の炭化物粒、φ５㎜の焼土粒を密に含む。粘性、

しまり弱い。
③黄褐色土　　φ２㎝以下の焼土粒、炭化物粒を含む。しまり強く粘性中。
④暗橙褐色土　φ２～３㎜の炭化物粒、φ５㎜の焼土粒多く含む。しまり

やや強い。粘性なし。
⑤暗橙褐色土　④層より色調暗い。
⑥橙褐色土　　φ２～３㎝大の焼土粒を密に含む。しまり強い。粘性中。

第94図　SK１
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被
熱

被熱
被熱

被
熱

61.40m

61
.40
m

①②

②
③ ④

④
①

②

②
③

④
④

①黒褐色土　　しまりやや弱、粘性なし。
微細な炭化物粒わずかに
含む。

②暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性なし。
φ2～ 3㎜の炭化物粒、φ5
㎜の焼土粒多く含む。

③黒褐色土　　しまりやや弱、粘性なし。
φ2～ 3㎜の炭化物粒、φ5
㎜の焼土粒非常に多く含
む。

④暗橙褐色土　しまりやや強、粘性なし。
φ2～ 3㎜の炭化物粒、φ5
㎜の焼土粒非常に多く含
む。

①

①

①暗灰褐色土　しまりやや弱、粘性なし。長さ２㎝ほどの炭化材を非常に多く
含む。

61.60m

61
.60
m

第95図　SK２

第96図　SK３

果が得られている。

SK５（第98図、表43、PL.55･68）

調査地西方C９グリッド、標高61.7ｍの丘

陵平坦面に位置する。北側2.4ｍにはSK19が

ある。Ⅶ層上面で炭化物を含んだ不整円形プ

ランを検出したため、土層観察用ベルトを設

定し調査を行った。平面形は長軸1.08ｍ、短

軸94㎝の不整円形を呈し、検出面からの深さ

は最大20㎝を測る。底面の形状は平坦で、壁

面での被熱面は認められなかった。

埋土は４層に分層できた。②・③層は多量

の炭化物・焼土粒を主体とする層であり、南

西壁際から底面直上の④層は地山に近い粘質

土が堆積する。②層上面には炭化材が集中す

る20×10㎝の範囲が３ヶ所確認された。土師

器甕片46は埋没過程で混入したと見られる複

合口縁甕で、古墳時代前期のものである。

遺構の時期は、古墳時代前期以降と推定す

る。
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第97図　SK４

試料№５

61.60m

61
.60
m

① ②

①

②

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物粒・焼土粒を
含む。粘性・しまり強い。

②暗灰褐色土　φ５㎝以下の炭化材、炭化物、φ
１㎝以下の焼土粒を密に含む。粘
性強い。しまり①層より弱い。

SK６（第99図、PL.55）

調査地西方D８グリッド、標高61.4ｍの丘陵平坦面に位置する。Ⅶ層上面で炭化物を含んだ不整隅

丸方形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。

平面形は長軸1.52ｍ、短軸1.12ｍの隅丸方形を呈し、検出面からの深さは12㎝を測る。底面は平坦で、

北壁面のほぼ全てが被熱を受け硬化している。

埋土は多量の炭化物を主体とする暗灰褐色土の単層であった。①層は炭化材が土壌化した層で、北

壁寄り80×50㎝の範囲は炭化物が集中して認められた。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

SK７（第100図、PL.56）

調査地西方E９グリッド、標高61.7ｍの丘陵平坦面に位置する。北東側約７ｍにSK６がある。Ⅶ層

上面で炭化物を含んだ隅丸方形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。

平面形は、長軸80㎝、短軸70㎝の隅丸方形で、検出面からの深さは最大８㎝を測る。底面の形状は

平坦で、北東側に50×40㎝の範囲で撹乱を受けている。壁面には被熱痕跡は認められなかった。

埋土は２層に分層できた。底面直上の②層は、多量の炭化物を主体とする層で、炭化材小片や焼土

粒も混入している。①層にも炭化物がわずかに含まれるが、自然流入土と判断される。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

SK８（第100図、PL.56）

調査地西寄りE８グリッド、標高61.6mの丘陵平坦面に位置する。南西約４ｍにSI２がある。Ⅶ層

上面で炭化物を含んだ隅丸方形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。平
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46

61.80m
61
.80
m

①

④
④

②

③
①

②②

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物粒を含む。粘
性・しまり強い。

②暗灰褐色土　φ２㎝以下の炭化物粒、焼土粒を
密に含む。粘性・しまり弱い。

③橙褐色土　　φ１㎝以下の炭化物粒・焼土粒を
密に含む。②層よりしまり強い。

④明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物少量含む。粘
性・しまり強い。

第98図　SK５

第99図　SK６

①

①暗灰褐色土　φ１㎝以下の炭化物、焼土粒を密
に含む。粘性、しまり弱い。

被熱赤化範囲

61.50m

被熱
被熱

面形は、長軸90㎝、短軸85㎝の隅

丸方形を呈し、検出面からの深さ

は最大18㎝を測る。底面の形状は

緩やかな擂り鉢状を呈し、壁面に

被熱痕跡は認められなかった。

埋土は２層に分層できた。底面

直上の②層は、多量の炭化物を主

体とする層で、炭化材片や焼土粒

も混入している。東壁寄りには

２ヶ所の炭化材が密集する範囲が

確認された。①層にも炭化物がわ

ずかに含まれるが、自然堆積と判

断される。

遺構の帰属時期は、奈良時代と

推定する。

SK９（第101図、PL.56）

調査地南西F８グリッド、標高

62.1ｍの丘陵平坦面に位置する。

北側約6.5ｍにSK８がある。Ⅶ層

上面で炭化物を含んだ隅丸方形プ

46
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第100図　SK７・８

62.00m

①
②

①明黄褐色土　φ２㎝以下の炭化物、焼土粒を含む。
粘性、しまり強い。

②黒褐色土　　φ２㎝以下の炭化物、焼土粒を密に含
む。粘性、しまり弱い。

SK７

61.70m

61
.80
m

①
①

②

①

②

①明黄褐色土　φ２㎝以下の炭化物・焼土粒を含む。粘性・しまり
強い。

②暗灰褐色土　φ２㎝以下の炭化物、焼土粒を密に含む。粘性、し
まり弱い。

SK８

ランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。

平面形は、長軸1.16m、短軸94㎝の隅丸方形を呈し、検出面からの深さは最大12㎝を測る。底面の

形状は平坦で、北西側に40×32㎝の範囲で撹乱を受けている。壁面には被熱痕跡は認められなかった。

埋土は炭化物や焼土粒を含有する明黄褐色土のみである。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

SK10（第102図、PL.56･57）

調査地南西F８グリッド、標高62.4ｍの丘陵平坦面に位置する。北東約２ｍにSK９がある。Ⅶ層上

面で炭化物を含んだ不整円形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。　

平面形は、長軸１ｍ、短軸90㎝の不整円形を呈し、検出面からの深さは最大10㎝を測る。底面の形

状は平坦で、壁面に被熱痕跡は認められなかった。

埋土は２層に分層できた。上層の①層は、多量の炭化物を主体とする層で、焼土粒も混入している。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

SK11（第103図、PL.57）

調査地南西F８グリッド、標高62.5ｍの丘陵平坦面に位置する。北側約１ｍにSK10がある。Ⅶ層上

面で炭化物を含んだ不整円形プランを検出したため、土層観察用ベルトを設定し調査を行った。

平面形は、長軸92㎝、短軸72㎝の不整円形を呈し、検出面からの深さは最大10㎝を測る。底面の形

状は緩やかに湾曲しており、壁面に被熱痕跡は認められなかった。
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第101図　SK９

第102図　SK10

①

62
.20
m

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物を多く含む。
焼土粒少量混じる。粘性中、しま
り強い。

①黒褐色土　φ３㎝以下の炭化材・焼土粒を多く含む。粘性・
しまり弱い。

②明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物を含む。粘性・しまり強い。

62.5m

62
.5m

①
②

①
②

埋土は２層に分層できた。上層の①層

は、多量の炭化物を主体とする層で、焼

土粒も混入している。遺構の帰属時期

は、奈良時代と推定する。

SK12（第104図、PL.57）

調査地南端G７グリッド、標高61.9ｍ

の丘陵平坦面に位置する。西方約７ｍに

SK11、北東約５ｍにSK14がある。Ⅶ層

上面で炭化物を含んだ不整円形プランを

検出したため、土層観察用ベルトを設定

し調査を行った。

平面形は、長軸1.04ｍ、短軸98㎝の不

整円形を呈し、検出面からの深さは最大

30㎝を測る。底面の形状は緩やかに湾曲

しており、西側と北側の壁面は被熱に

よって硬化していた。

埋土は３層に分層できた。このうち底

面直上の②層は、多量の炭化物を主体と

する層で、炭化材片や焼土粒も混入して

いる。①層にも炭化物がわずかに含まれ

るが、自然堆積と判断される。

②層中の炭化材（試料№６）について放

射性炭素年代測定を行ったところ、７世

紀後半から９世紀後半という測定結果が

得られている。また、樹種同定では、シ

イノキ属であることが分かった。

SK13（第105図、PL.58）

調査地南端G７グリッド、標高61.4ｍ

の丘陵上傾斜変換点に位置する。北西約

８ｍにSK12、北約10ｍにSK14がある。

Ⅶ層上面で炭化物を含んだ隅丸方形プラ

ンを検出したため、土層観察用ベルトを

設定し調査を行った。

平面形は、長軸1.22ｍ、短軸1ｍの隅丸方形を呈し、検出面からの深さは最大20㎝を測る。底面は

平坦で、西側壁面隅は被熱によって硬化していた。

埋土は５層に分層できた。このうち底面直上の③層は、多量の炭化物を主体とする層で、炭化材片

第３節　古代の調査成果
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62.00m

資料№６・14

62
.00
m

①

②

① ②

③

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物・焼土粒を含む。粘性・しまり
強い。

②黒褐色土　　φ５㎝以下の炭化材、炭化物、焼土粒を多く含む。
粘性、しまり弱い。

③橙褐色土　　φ２㎝以下の焼土粒を含む。しまり強い。

第103図　SK11

第104図　SK12

62.60m

62
.60
m

①
②

①② ②

①暗灰褐色土　φ３㎝以下の炭化材・焼土粒を多
く含む。粘性・しまり弱い。

②明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物を含む。粘性・
しまり強い。

や焼土粒も混入している。壁面際

に堆積する④層は焼土である。上

層にも炭化物がわずかに含まれる

が、自然堆積と判断される。

遺構の帰属時期は、奈良時代と

推定する。

SK14（第106図、PL.58）

調査地中央南寄りF７グリッド、

標高61.7ｍの丘陵上緩斜面上に位

置する。南西約５ｍにSK12、北

東約８ｍにSK15がある。Ⅶ層上

面で炭化物を含んだ隅丸方形プラ

ンを検出したため、土層観察用ベ

ルトを設定し調査を行った。

平面形は、長軸1.06ｍ、短軸92

㎝の隅丸方形を呈し、検出面から

の深さは最大22㎝を測る。底面は

平坦で、南北壁面は被熱によって

硬化していた。

埋土は３層に分層できた。この

うち底面直上の③層は、多量の炭

化物を主体とする層で、炭化材片

や焼土粒も混入している。上層で

も炭化物がわずかに含まれるが、

自然堆積と判断される。

遺構の帰属時期は、奈良時代と

推定する。

SK15（第107図、PL.58）

調査地中央E６グリッド、標高

61.9ｍの緩斜面上に位置する。北

東約４ｍにSK12、南側約３ｍに

SS２がある。Ⅶ層上面で炭化物

を含んだ隅丸方形プランを検出し

たため、土層観察用ベルトを設定

し調査を行った。
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第106図　SK14

61.90m

61
.80
m

①

③

②

①
②

②

③

①暗灰褐色土　φ１㎝以下の炭化物・焼土粒を含む。粘性・しまり強い。
②明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物、焼土粒を少量 含む。①層よりしまり強い。
③黒褐色土　　φ３㎝以下の炭化材、φ１㎝以下の焼土粒を含む。粘性・しまり弱い。

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物・焼土粒含む。
粘性・しまり強い。

②橙褐色土　　φ0.5㎝以下の炭化物・焼土粒含
む。①層よりしまり弱い。

③暗灰褐色土　φ３㎝以下の炭化材・炭化物含む。
粘性・しまり弱い。炭層。

④赤橙褐色土　焼土粒を多く含む。被熱面。
⑤明黄褐色土　φ0.5㎝以下の炭化物含む。粘性・

しまり強い。地山に近い。

61
.50
m

61.50m

①

②

③

①
②

②

③

④ ⑤

④

第105図　SK13

平面形は、長軸84㎝、短軸76㎝の不整

円形を呈し、検出面からの深さは最大14

㎝を測る。底面は平坦で、壁面には被熱

痕跡は認められなかった。

埋土は２層に分層できた。このうち底

面直上の②層は、多量の炭化物を主体と

する層で、炭化材片や焼土粒も混入して

いる。①層にも炭化物がわずかに含まれ

るが、自然堆積と判断される。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定す

る。

SK16（第108図、表43、PL.58･59･68）

調査地中央E６グリッド、標高60.1ｍ

の緩斜面上に位置する。SS１と重複し、

土層の観察から本遺構が新しいと判断し

た。Ⅶ層上面でSS１と炭化物を含んだ

不整円形プランを検出したため、土層観

察用ベルトを設定し調査を行った。平面

形は長軸1.24ｍ、短軸1.1ｍの隅丸方形を

呈し、検出面からの深さは最大14㎝を測
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第107図　SK15

第108図　SK16

62.00m
62
.00
m

①
②

① ②

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物・焼土粒を含む。粘性・しまり
強い。

②暗灰褐色土　φ３㎝以下の炭化材、φ１㎝以下の炭化物・焼土粒
を多く含む。粘性、しまり弱い。

① ②

①

②

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物・焼土粒を含
む。粘性・しまり強い。

②暗灰褐色土　φ３㎝以下の炭化材、φ１㎝以下
の炭化物・焼土粒を多く含む。粘
性強・しまり弱い。

60.20m

60
.10
m

47

48

る。底面の形状は平坦で、壁面に被熱痕跡は

認められなかった。

埋土は２層に分層できた。②層は多量の炭

化物・焼土粒を主体とする層であり、炭化材

片や焼土粒も混入している。①層中から出土

し、ほぼ完形に復元できた須恵器坏47を図化

している。47は体部が湾曲して立ち上がり、

底部に回転糸切痕跡を残す坏身である。この

ほか、古墳時代の土師器高杯48や、SI１出土

の弥生土器甕１の破片も出土している。いず

れも埋没過程で混入したと思われるが、47は

遺構の時期を示す可能性がある。

遺構の時期は、出土遺物から奈良時代後半

と推定する。

SK17（第109図、PL.59）

調査地東F２グリッド、標高41.9ｍの丘陵

下平坦面に位置する。Ⅵ層上面で炭化材を含

んだ不整形プランを検出したため、土層観察

47

48
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42.00m

根
撹
乱

① ①
②②③

①暗赤褐色土　しまり弱・粘性強。焼土、炭化物
粒を多く含む。

②暗褐色土　　しまり弱・粘性強。焼土、炭化物
粒を少量含む。

③黒褐色土　　しまり・粘性弱。炭化物粒、φ１
～２㎝の炭化材非常に多く含む。

第109図　SK17

用ベルトを設定し調査を行った。平面形は、長軸1.1ｍ、

短軸90㎝の不整円形を呈し、検出面からの深さは最大で14

㎝を測る。底面の形状は平坦で、北西側に径12㎝の樹根の

撹乱を受けている。北東・南西壁面で被熱痕跡が認められ

た。

埋土は３層に分層できた。このうち③層は多量の炭化物

を主体とする層であり、炭化材片や焼土粒も混入してい

る。

遺構の帰属時期は、奈良時代と推定する。

５　遺構外の遺物

東斜面平坦部土器集中（第110･111図、表43、PL.60･65･68）

東斜面部下の平坦面、Ｆ１・Ｆ２グリッドの遺構検出面

付近で土器片の小規模な集中を数箇所確認した。これらは

平坦部中央の谷地形部分に分布している。いずれの集中箇

所も同一個体の破片がそれぞれまとまったもので、これら

の土器は、53を除き、すべて古代のものである。

このうち、須恵器坏50のみが完形で出土している。土師

器甕51は逆位で置かれたものがそのまま潰れたような状況

で出土しており、胴部破片が欠落していたものの、全形が

判明する状態まで接合できた。以上の２個体以外はそれほ

ど遺存状態が良いわけではない。須恵器壺49は胴部以下が逆位で出土している。土師器甕52は谷に沿

うように南北に並んだ３つの集中箇所から分散して出土しているので、包含層堆積時に谷筋に沿って

移動したものと思われる。古墳時代前期中葉の土師器壺53も集中箇所が東西に分かれているので、西

方の斜面側から流れてきたものと思われる。

49 ～ 52は、いずれも遺構が検出された時期と同じ８世紀代後半に位置づけられよう。このうち、

特に原位置性が高いと思われるものは51である。この平坦面でなんらかの活動が行われていた結果残

されたものであろう。ほかは、こうした可能性以外に、丘陵東斜面部の遺構などから転落した可能性

や、平坦部の南側の谷上方から流下してきた可能性も考えうる。いずれにしても、古代において丘陵

東斜面部およびその下の平坦部の利用が盛んであったことを示している。

その他の包含層出土土器（第112図、表43･44、PL.69･70）

　包含層出土の古代の土器は、ほとんどが丘陵上平坦部から出土した弥生時代～古墳時代の土器と異

なり、調査地内から満遍なく出土している。図示したものでは、54 ～ 57・66が丘陵上平坦面から、

58 ～ 60が丘陵東斜面部から、61 ～ 65・67・68が東斜面下の平坦部から出土している。なお、丘陵上

平坦面のものはSB１周辺の平坦面北東部で、東斜面部のものは段状遺構周辺の斜面南部で出土して

おり、遺構との関連性が強い。

　図示したものは、須恵器坏（54 ～ 62）、須恵器高台坏（63・64）、須恵器壺（65）、土師器甕（66 ～ 68）
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42m

41m

40m

F2

41.90m

41.90m

41.40m

41.20m

40.30m

42.10m

42.10m

41.30m

50

53

49

51
52

52

52

53

第110図　東斜面平坦部遺物出土状況
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である。60のように一部時期の下るものも見られるが、ほとんどが遺構と同時期の８世紀後半代のも

のであろう。

第４節　その他の調査成果
１　土坑

ここでは時期不明の土坑を報告する。

SK18（第113図、PL.59）

　丘陵上平坦面のＣ９グリッドに位置する。１ｍ北東にSK４がある。周辺の標高は61.5ｍである。

　平面形は径90×70㎝のやや不整な楕円形で、深さは40㎝である。埋土は黄褐色系土が斜位に入って

おり、人為的な埋め戻しの可能性がある。遺構の用途は不明である。

　遺物は出土しておらず、遺構の時期は不明である。

SK19（第113図、PL.59）

　丘陵上平坦面のＣ９グリッドに位置する。３ｍ北にSK18がある。周辺の標高は61.5ｍである。

　平面形は径１ｍ×70㎝の楕円形で、深さは20㎝である。埋土は明黄褐色土の単層である。

49

50

51

52

53

第111図　東斜面平坦部出土遺物

第４節　その他の調査成果
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　遺物は出土しておらず、遺構の時期は不明である。

SK20（第113図、PL.59）

丘陵上平坦面のＦ９グリッドに位置する。遺構南側でSI３を切る。周辺の標高は62.4ｍである。平

面形は径1.1ｍ×90㎝の不整な円形で、深さは15㎝である。埋土は暗褐色土の単層である。

遺物は出土していないが、SI３との切り合い関係から古墳時代前期以降のものと判断した。

SK21（第113図、PL.59）

　Ｄ６グリッドの丘陵上平坦面から東斜面にかけての緩斜面に位置する。周辺の標高は59ｍである。

平面形は径1.5×1.3ｍの円形で、深さは1.1ｍである。埋土は黄褐色系土が３層にわたって堆積して

おり、自然堆積によるものと考えられる。このうち②層にはマンガン粒が含まれているため、埋没過

程で土坑内が滞水した時期があったようである。遺構の形態からは、落とし穴の可能性が考えられる。

ただし、底面ピットは確認していない。

遺物は出土しておらず、遺構の時期は不明である。

第112図　遺構外出土遺物（古代）
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68

須恵器
54 ～ 57：丘陵上
58 ～ 60：東斜面部
61 ～ 65：東斜面平坦部

土師器
66：丘陵上
67・68：東斜面平坦部　

第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査



― 151 ―

61
.70
m

①
②

③
④

①黄褐色土　　φ１㎝以下の炭化物、φ５
㎝大のホーキブロックを
含む。粘性、しまり弱い。

②明黄褐色土　φ２㎝以下の炭化物を多
く含む。粘性、しまり強
い。

③黄褐色土　　φ１㎝大の炭化物、②層が
斑状に混じる。粘性強い。

④橙褐色土　　φ5㎜以下の炭化物少量含
む。しまり弱い。粘性中。

①明黄褐色土　φ１㎝以下の炭化物を含む。粘性、しまり強い。

61
.70
m

①

①暗褐色土　φ３～５㎝の焼土ブロック・炭化ブロッ
ク、φ１㎝以下の炭化物を含む。しまり
中、粘性弱い。

62.50m

62
.50
m

①

①

①

②

③

①明黄褐色土　φ５㎜以下の炭化物を含む。しまり弱
い。粘性中。

②明黄褐色土　①層より色調暗い。粘性・しまり強い。
φ２㎝以下のマンガン含む。

③淡黄褐色土　φ５㎜以下の炭化物を含む。粘性・し
まり強い。

59.50m

第113図　SK18 ～ 21

SK18 SK19

SK20 SK21

第４節　その他の調査成果



― 152 ―

S20 S21 S22

S23

S24

S25 S26

S27

S28

S31

S32

S29
S30

第114図　遺構外出土石器

２　遺構外の遺物（第114図、表46、PL.71）

ここでは、遺構外出土の時期不明遺物として、石器を図示した。

Ｓ20 ～Ｓ26は石鏃で、Ｓ20 ～Ｓ23が黒曜石製、Ｓ24 ～Ｓ26がサヌカイト製である。すべて丘陵上

平坦部からの出土である。形態や大きさから見て、黒曜石製石鏃は縄文時代に帰属する可能性が考え

られる。Ｓ27は黒曜石製スクレイパーで、主剥離面側を中心に二次調整が加えられている。縄文時代

のものの可能性がある。東斜面平坦部からの出土である。

　Ｓ28 ～Ｓ30は安山岩の円礫を利用した敲石。Ｓ31・Ｓ32は細粒花崗岩製の砥石である。Ｓ28 ～Ｓ

31は丘陵上平坦部からの出土、Ｓ32は東斜面部からの出土である。

　このほか、図示していない黒曜石製の石器類が少量出土しており、器種の内訳は、石鏃破片２点、

加工痕のある剥片１点、剥片４点、砕片２点、石核（小形の残核）１点である。

第４章　梅田東前谷中峯遺跡の調査


